
機械学習を用いて形態特徴から魅力評価値の平均M
および分散( 標準偏差SD ) が予測できるかを検討

形態特徴から評価のバラツキはある程度
(r= .4 ～ .5)予測できる！！ しかし ...
評価値の平均と分散には頑健な関係性 ⬇
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Introduction｜
・ 顔魅力は生物学的・社会的に重要なシグナル
・ 近年，多くの研究が顔魅力の形態学的な規定要因を検討

(e.g., Liang, Lin, Jin, Xie,& Li, 2018)

・ そこでは通常，評価者間に共通の普遍的な魅力を想定し，
魅力評定の平均値を主な指標としてきた.

⇔ 実際には，どのような顔を魅力的と感じるかには明確な個人差
(e.g., Hönekopp, 2006; Leder, Goller, Rigotti, & Forster,  2016)

どのような顔形態特徴が魅力評価のバラツキを生む？

Method｜平均的な魅力が同程度の顔同士で，評価の分散と形態的特徴を比較する.

誰もが好きな顔ってどんな顔？
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SCUT-FBT5500 (Liang et al., 2018) 
アジア人男女各2000枚の顔画像データ
それぞれに60名の評価者の魅力評価値データ付
➡ 顔（画像の傾き），大きさを補正

評価の平均とは独立にバラツキに寄与する要因
平均的には同程度に魅力的とされる顔の
好みの分かれ方は何で決まるかを知りたい.
平均魅力がほぼ同じ顔同士のバラツキを比べ，
SDが高い顔と低い顔で何が異なるかを検討

画像を平均値順に並べ，
２つずつのペアを作成.

＊ 平均評定値の高さと評価のバラツキは密接に関係. 
・ 輪郭の丸さ，口角の上がり方や眉の形など，今回の解析では顔形態よりも表情が評価を分かれさせている可能性も残った.
・ 本研究でバラツキへの寄与が示唆された形態特徴の操作により，評価が安定した／分かれる顔を作成可能？
➡ 実験刺激として評定実験を行うことで，それらの関与を実証する必要がある.
・ 評価のバラツキの要因をデータ駆動的に探索するアプローチは，芸術や商品デザインなどにも応用可能かもしれない.

Discussion｜“万人受け” の条件の解明に向けて.

平均的には同じくらい魅力的とされる顔でも，
人によって好みが分かれる程度（= SD）は異なる.

最低評価をつける人も！

全評価者が平均以上と判断

美 

データセットと特徴抽出 評価値の平均と分散の予測 評価の分散のみが異なる画像群の作成

画像ID M SD PC1 PC2 …
AF1494 1.02 0.55 1 4 …

AF1496 1.01 0.89 2 3 …

AF1111 1.03 0.66 3 5 …

… … … … …

-10SD -5SD
（PC1）
Baseline +5SD +10SD

ランドマーク座標から
PCAで主成分を抽出
(PC1~PC50)

特定部位間の距離
(F1～F18) ＋ 各ペアのうち，

SDが大きい
顔は高SD群，
SDが小さい
顔は低いSD群.
特徴の差を記録

Results｜男女ともに，顎が細くとがっている顔は評価が分かれる. また，笑顔も評価をばらつかせる可能性

単に平均的な
魅力が高精度で
予測可能なため，
相関関係にある
分散も間接的に
予測されていた
のでは？

＝

SD群間で
平均評価値は同じ


